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(百万円未満切捨て)
１．2024年2月期の連結業績（2023年3月1日～2024年2月29日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年2月期 801,022 2.0 15,110 33.5 17,374 30.0 7,436 △17.7

2023年2月期 784,967 144.6 11,320 53.5 13,359 34.3 9,033 129.4

(注) 包括利益 2024年2月期 9,356 百万円 ( 29.9％) 2023年2月期 7,203 百万円 ( 189.3％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年2月期 85 80 ― 3.5 4.0 2.0

2023年2月期 104 22 ― 5.9 4.4 1.5

(参考) 持分法投資損益 2024年2月期 1,441百万円 2023年2月期 1,483百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年2月期 427,702 216,097 50.5 2,490 63

2023年2月期 431,319 209,388 48.5 2,412 73

(参考) 自己資本 2024年2月期 215,837百万円 2023年2月期 209,141百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年2月期 30,607 △14,607 △10,618 37,182

2023年2月期 24,161 △14,523 △5,405 31,800

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年2月期 ― 15 00 ― 15 00 30 00 2,604 28.6 1.2

2024年2月期 ― 15 00 ― 15 00 30 00 2,604 35.0 1.2

2025年2月期(予想) ― 15 00 ― 15 00 30 00 32.5

３．2025年2月期の連結業績予想（2024年3月1日～2025年2月28日）

(％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 810,000 1.1 15,500 2.6 17,700 1.9 8,000 7.6 92.32



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ―社 ( ) 、除外 ―社 ( )

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年2月期 86,856,954 株 2023年2月期 86,856,954 株

② 期末自己株式数 2024年2月期 197,179 株 2023年2月期 174,446 株

③ 期中平均株式数 2024年2月期 86,674,804 株 2023年2月期 86,683,278 株

(注) 期末自己株式数には、「役員向け株式交付信託」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行(信託口)

が保有する当社株式(2024年2月期 170,550株、2023年2月期 148,250株)が含まれています。

また、株式会社日本カストディ銀行(信託口)が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控

除する自己株式に含めています。(2024年2月期 155,683株、2023年2月期 148,250株)

(参考) 個別業績の概要

１．2024年2月期の個別業績（2023年3月1日～2024年2月29日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年2月期 23,912 4.3 2,506 20.7 5,763 97.6 3,757 301.8

2023年2月期 22,923 △92.6 2,076 △67.2 2,916 △62.2 935 △55.9

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2024年2月期 43 36 ―

2023年2月期 10 79 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年2月期 231,455 164,991 71.3 1,903 90

2023年2月期 231,829 163,095 70.4 1,881 53

(参考) 自己資本 2024年2月期 164,991百万円 2023年2月期 163,095百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信２ページ「１．経営成績等の概況

(１)当期の経営成績の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2023年３月１日～2024年２月29日）におけるわが国の経済状況は、新型コロナウイルス感染症

の５類移行による経済活動の正常化もあり、2023年10-12月期の実質ＧＤＰ成長率が前期比年率0.4％増となるなど

堅調に推移しました。一方で、物価高に起因する節約志向の高まりや長引く残暑や暖冬等の影響を受けて個人消費

は低迷（前期比0.3％減）し、加えて、12月の実質賃金が21か月連続減少の前年同月比1.9％減となるなど、くらし

や事業を取り巻く環境は厳しい状況が続いています。

このような環境下において、当社および当社グループは、「お客さまと従業員の『圧倒的な安心とワクワク』を

実現する」を経営ビジョンに掲げ、「現場重視」「従業員満足」「シナジー創出」を経営方針とし、変化するお客

さまの行動に対して柔軟かつ迅速に対応する、最も地域に貢献する企業集団を目指しています。人口減少、業態を

超えた同質化競争、消費の成熟化への対応など従前からの課題と、物価高によるコスト増などの新たな課題を解決

すべく挑戦を続けます。そのような認識のもと、当社は、当初の計画通りシナジー創出をさらに推し進め、企業価

値の最大化を図るべく、2024年３月１日をもって効力を発生する、当社を存続会社、株式会社フジ・リテイリング

及びマックスバリュ西日本株式会社を消滅会社とする吸収合併への準備を進めました。

当社グループである株式会社フジ・リテイリング（以下、フジ・Ｒ）とマックスバリュ西日本株式会社（以下、

ＭＶ西日本）は、当社の経営方針のもと、地元とのつながりを大切にし、お客さまの視点に立って主体的に行動で

きる企業文化の構築を進めました。既存店の活性化と新規出店及び建て替えについては、快適なお買物環境の追求、

デジタル化の推進、多様化するニーズへの対応など店頭の利便性と競争力向上を目指して取り組みました。既存店

では、24店舗において改装による活性化を行うとともに、冷蔵ケースや什器の更新など店頭の不具合解消も積極的

に進めました。新規出店は、３月にラクア緑井（みどりい）（広島市安佐南区）がグランドオープン、４月にマッ

クスバリュ河崎（かわさき）店（鳥取県米子市）、６月にマルナカ多度津（たどつ）店（香川県仲多度郡多度津

町）、９月にフジ志津川（しつかわ）店（愛媛県東温市）、11月に子会社である株式会社ニチエーから営業を譲受

したフジ福山三吉（ふくやまみよし）店（広島県福山市）をオープンしました。また、10月にマルナカ中府（なか

ぶ）店（香川県丸亀市）、11月にフジ今治（いまばり）店（愛媛県今治市）の建て替えが完了しました。一方で、

当連結会計年度において、６店舗を閉店しました。

当社グループでは、移動スーパーやＥコマースをはじめとするノンストア事業の確立を推し進めました。さらな

る事業の拡大に取り組む移動スーパーは、第３四半期までの９店舗に加え、12月にマックスバリュ西脇小坂（にし

わきこさか）店（兵庫県西脇市）、１月にマックスバリュ加西中野（かさいなかの）店（兵庫県加西市）、２月に

フジ須崎（すさき）店（高知県須崎市）で新たにサービスを開始し、８県81店舗を拠点に127台の専用車両で展開し

ています。また、食品や日用品などを即時配達するクイックコマースの導入も進めており、Ｗｏｌｔ等27店舗でサ

ービスを提供しています。今後もノンストア事業の展開を通じて、お客さまのご不便を解消するとともに新たなニ

ーズにも対応すべく、便利で新しいサービスを提供していきます。

食料品は、競争力の維持・向上を図るべく、お客さまの生活防衛意識の高まりに対し価格対応を推し進めるとと

もに、地元の素材、味付け、メニュー提案など、新たな価値を商品に付加し提供するなど、店頭における独自化や

差別化に取り組みました。また、両社共同で商品開発を行うなど、統合シナジーの創出にも取り組んでおり、９月

から、フジ・Ｒの店舗においてイオングループプライベートブランド「トップバリュ」の本格導入を開始しまし

た。

衣料品及び住居関連品は、ライフスタイルやニーズの変化へ迅速に対応すべく商品構成の見直しやレイアウト変

更などによる既存店の活性化に取り組んでいます。また、増加する旅行・外出需要への対応、季節品の販売に注力

するとともに、「美と健康」をテーマとした商品の拡大も進めました。しかしながら、長引く残暑や暖冬の影響を

受けるなど、衣料品を中心に販売は低調に推移しました。テナント事業は、飲食店を中心に回復基調が続いており、

ラクア緑井のグランドオープンも寄与したことで、堅調に推移しました。

以上の取り組みにより、売上高は堅調に推移しました。

（食料品売上高前年同期比2.8％増、衣料品同1.1％減、住居関連品同0.4％増、移動スーパー事業同33.0％増、テナ

ント事業同3.6％増 ※テナント事業はフジ・Ｒのみの実績）
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販売費及び一般管理費は、物価上昇へ対応し従業員満足の向上にも繋げるべく賃上げを実施したことなどもあり、

前年同期を上回りました。一方で、イオングループと連携し契約電力の見直しを進め電力単価を大幅に低減すると

ともに、フジ・ＲとＭＶ西日本が共同で取り組むことによるＬＥＤ照明や備品・副資材の安価での調達など、統合

シナジー効果の創出によるコスト低減を進めました。また、デジタル化の推進による業務の効率化、省力化による

生産性向上、事務用品費や消耗品費の節約などにも取り組みました。さらに、愛媛県松山市、香川県高松市、岡山

県岡山市、兵庫県姫路市で稼働するプロセスセンターから店舗への供給拡大を進めており、品ぞろえの拡充を進め

つつ店舗作業を軽減することで、さらなる生産性の向上を図っています。

（販売費及び一般管理費前年同期比1.6％増、人件費同3.9％増、電気料金同15.2％減）

（フジ・Ｒ既存店電気使用量前年同期比6.7％減、ＭＶ西日本同7.8％減）

当社グループでは、持続可能な社会の実現に向けた環境保全の取り組みを推進しています。マイバッグ・マイバ

スケットの利用促進によるレジ袋の削減や、食品トレーや牛乳パック、ペットボトルなどを店頭で回収することに

よるリサイクル推進に取り組んでいます。また、食品ロス削減の推進と地域社会との共生を目的に、フードドライ

ブ活動を218店舗、フードバンク活動を349店舗で取り組んでいます。さらに、自家消費型太陽光パネルの設置を進

め現在までに76店舗への設置が完了したことで、年間約8,000ｔのＣＯ2排出量削減に寄与する見込みであり、今後

も設置店舗を増加させる計画です。あわせて、店舗屋上広告塔の常時消灯や店内照明の照度調整、日々の気温を考

慮した空調温度の設定など省エネ対策を強化することで、脱炭素社会の実現に向けさらなる省エネ・再エネの推進

と環境負荷の低減に取り組んでいます。また、当社グループの事業エリアにおいて活動する団体への寄附金贈呈や

健康促進を目的とした食育活動を通じて、地元と一体となり活動を推進しました。

当社グループにおいて、コロナ禍で大きな影響を受けた、飲食業、総合フィットネスクラブ事業、一般旅行業は、

経済活動の正常化や人流の活発化を受けて、業績の回復基調が続きました（飲食業営業収益前年同期比10.7％増、

総合フィットネスクラブ事業同3.8％増、一般旅行業同25.6％増）。

当連結会計年度においては、営業収益は堅調に推移し増収となり、それに伴い売上総利益高も確保しました。賃

上げの実施により上昇した人件費は未来への積極的な投資と捉える一方で、前述した統合シナジー効果の創出によ

るコスト低減効果等に加え、プロセスセンターの活用やデジタル化の推進などによる生産性の向上に取り組んだこ

とで、販売費及び一般管理費の増加は前年同期比20億47百万円に止まり、営業増益となりました。一方で、親会社

株主に帰属する当期純利益は、前期に投資有価証券売却益を特別利益に計上した影響により減益となりました。

以上の結果、当連結会計年度の営業収益は8,010億22百万円（前期比2.0％増）、営業利益は151億10百万円（前期

比33.5％増）、経常利益は173億74百万円（前期比30.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は74億36百万円

（前期比17.7％減）となりました。

(連結業績) (単位：百万円)

2023年２月期 2024年２月期

前期比 前期比

営業収益 784,967 144.6％増 801,022 2.0％増

営業利益 11,320 53.5％増 15,110 33.5％増

経常利益 13,359 34.3％増 17,374 30.0％増

親会社株主に帰属する
当期純利益

9,033 129.4％増 7,436 17.7％減



株式会社フジ(8278) 2024年２月期 決算短信

4

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度における資産の残高は、前連結会計年度末から36億16百万円減少し、4,277億２百万円となりまし

た。減少の主な原因は、マイナポイント事業による自社電子マネー付与相当額が国から入金されたことなどにより

流動資産のその他が48億43百万円、固定資産の償却により有形固定資産の建物及び構築物が32億14百万円、無形固

定資産に含まれるのれんが13億48百万円それぞれ減少したことによるものです。増加の主な原因は、現金及び預金

が53億81百万円、投資有価証券が20億89百万円それぞれ増加したことによるものです。

負債の残高は、前連結会計年度末から103億25百万円減少し、2,116億５百万円となりました。減少の主な原因は、

１年内含む長期借入金が82億３百万円、未払法人税等が28億15百万円それぞれ減少したことによるものです。増加

の主な原因は、支払手形及び買掛金が12億34百万円増加したことによるものです。

純資産の残高は、利益剰余金が48億31百万円増加したことなどにより2,160億97百万円となり、前連結会計年度末

から67億８百万円増加しました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における「営業活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、税金等調整前当期純利益114億

３百万円に含まれる非資金項目の減価償却費168億47百万円、減損損失51億17百万円の調整、また法人税等の支払が

71億25百万円あったこと等により、306億７百万円の収入（前期は241億61百万円の収入）となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、有形及び無形固定資産の取得（設備関係支払手形決済

等を含む）による支出が159億21百万円あったこと等により146億７百万円の支出（前期は145億23百万円の支出）と

なりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、長期借入金の返済による支出が277億３百万円、配当金

の支払額が27億99百万円、また長期借入金による収入が195億円あったこと等により106億18百万円の支出（前期は

54億５百万円の支出）となりました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は371億82百万円となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年２月期 2021年２月期 2022年２月期 2023年２月期 2024年２月

自己資本比率(％) 51.3 51.8 54.4 48.5 50.5

時価ベースの自己資本比率(％) 35.7 38.2 68.6 35.7 38.3

キャッシュ・フロー対有利子負
債比率(年)

2.4 2.4 3.4 3.7 2.7

インタレスト・カバレッジ・レ
シオ(倍)

63.7 52.7 34.3 53.3 69.1

（注) １ 各指標の算出方法は以下のとおりです。

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２ いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

３ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

４ 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象

としています。
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（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループでは、株主の皆様への適切な利益還元を行うことを経営の重要課題と位置付けています。企業体質

を強化するために内部留保の充実などを勘案しながら、株主様への安定かつ永続的な利益還元に取り組みます。内

部留保資金は、事業の効率化、活性化を図るための設備、デジタル、人材育成への投資、財務体質の確立、及び、

大規模災害への備え等に充当し、経営基盤の充実のため有効に活用します。

なお、当期は中間配当を１株当たり15円とし、年間では30円を予定しています。

次期の剰余金の配当については、年間30円を予定しています。

（５）今後の見通し

当社グループの事業を取り巻く環境は、人口減少、業態を超えた同質化競争、消費の成熟化への対応など従前か

らの課題に加え、物価上昇圧力の継続、物流2024年問題に起因する物流コストの上昇、賃上げなどによるコストの

押し上げ、家計の節約志向がさらに強まることによる個人消費低迷のリスクなど、厳しい状況が見込まれます。

このような環境下において、当社グループは、多様化するお客さまのニーズに応え、より豊かなくらしの実現と、

中国・四国・兵庫での共創の一翼を担い得る企業集団へと進化することを目的として、2024年３月に株式会社フジ、

株式会社フジ・リテイリング、マックスバリュ西日本株式会社は合併し、株式会社フジとなりました。

当社は、新たに2024-2026年度の３カ年中期経営計画を策定し、2024年１月30日に開示しました。企業スローガン

「地元に、新しいつながりを。」を掲げ、３つの基本戦略に基づき単年度の重点方針を策定し、施策を確実に実行

することで地元の未来に貢献する企業集団を目指します。

これまで各社が培ってきた文化や風土の融合を図りつつ、従業員一人ひとりが経営理念を実現すべく、経営方針

に沿って具体的に考えて実践し、組織の政策実行力を高めることで成果に繋げる「企業文化の確立」を進めます。

経営統合前の各社が保有していた「資産」や「強み」を徹底的に活かすべく、「既存事業の改革」に取り組みま

す。重点エリア（広島、愛媛、香川、岡山、兵庫）を中心とした既存店の活性化と新規出店を進め、お客さまと地

元に貢献する最新機能を備えた店舗づくりを進めるとともに、ノンストア事業の推進や新たなチャネルづくりによ

る顧客接点の拡大を図ります。加えて、組織のスリム化、業務の「省人化」「省力化」などを推進するとともに、

本部が現場を徹底サポートする体制を構築します。

早期に統合シナジーの最大化を実現すべく、サプライチェーンインフラの統合と整備、仕入と調達の統合、ＰＢ

の拡大と共同開発などのＭＤ統合、ＩＤ-ＰＯＳの活用、マーケティングと販促の高度化など、「事業インフラの統

合とシナジー創出」を推し進めます。

当社グループは、豊かなくらしづくりを提案し、地域社会の発展に貢献し、人々を大切にするという理念のもと、

ＥＳＧ経営を推進します。脱炭素社会の実現、資源循環の促進、生物多様性の保全など、環境対策に取り組みま

す。また、地元のスポーツ促進と文化振興へ貢献するとともに、ダイバーシティや女性活躍、働き方改革などを推

進することで企業活動を行ううえでの社会的責任を果たします。さらに、コンプライアンス遵守を目的とした研修

や教育を実施し、また、モニタリングを適時行うなど強固なコンプライアンス体制の構築を進めるなど、ガバナン

ス強化を推し進めます。

これらを踏まえ、次期連結業績については営業収益8,100億円（前年同期比1.1％増）、営業利益155億円（前年同

期比2.6％増）、経常利益177億円（前年同期比1.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益80億円（前年同期比

7.6％増）を予想します。

(連結業績の見通し) (単位：百万円)

2025年２月期

前期比

営業収益 810,000 1.1％増

営業利益 15,500 2.6％増

経常利益 17,700 1.9％増

親会社株主に帰属する
当期純利益

8,000 7.6％増
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（６）事業等のリスク

① 競争環境の継続

当社グループは、中国・四国エリア及び兵庫県西部を基盤として店舗展開をしていますが、事業の性格上、異業

種の参入も含め、当社グループの店舗商圏内に新規の他社店舗が多数参入した場合、当社グループの財政状態及び

経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

② 景気・季節要因

当社グループは、小売及び小売周辺事業を中核事業としており、その対象は一般消費者です。景気の低迷による

購買力の低下や想定以上の天候不順により、当社グループの財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があり

ます。

③ 感染症・自然災害等

当社グループは、中国・四国エリア及び兵庫県西部を基盤として店舗展開しています。自然災害等に対しては緊

急時の社内体制を整備していますが、大規模な地震、風水害、感染症などが発生した場合、当社グループの事業活

動に著しい支障が生じ、財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

④ 商品・原材料等の価格変動

当社グループは、お客さまのニーズの変化に合わせた商品の提供と店舗開発を進めていますが、為替、原油等の

市況変動や景気動向により、商品・原材料・店舗資材等の調達価格や開発費用が大きく影響を受ける可能性があり

ます。これにより商品仕入れや店舗設備に要する費用が増加し、当社グループの財政状態及び経営成績等に影響を

及ぼす可能性があります。

⑤ 情報システムに関するリスク

当社グループは、店舗及び事務所等においてネットワークを構築しコンピューター管理しておりますが、自然災

害や事故、サイバー攻撃等によって、通信ネットワークが切断、毀損された場合には、物流や商品供給、社内管理

等の機能が低下し、事業に支障をきたす場合があります。この場合、業績や財務内容に影響を及ぼす可能性があり

ます。

⑥ 個人情報の保護

当社グループは、個人情報の保護について、社内規程等の整備や従業員教育、情報システムのセキュリティを強

化するなど漏洩防止策を徹底していますが、何らかの事情により顧客の個人情報が漏洩した場合、当社グループの

財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑦ 人材の確保及び費用

当社グループは、お客さまに満足していただける商品とサービスの継続的な提供を支える「人材の確保と育成」

が重要な課題であると考えています。国内景気の動向や少子高齢化の進行による人口構成の変化等により、その計

画が予定通りに進まない場合や、労働関連法令の改正等により人件費負担が増加する場合、当社グループの財政状

態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑧ 法的規制等

当社グループでは、大規模小売店舗立地法、独占禁止法、食品の安全や環境・リサイクル等に関する法令等に十

分留意した事業活動を行っていますが、万一法令違反が発生した場合や法令の制度変更等が発生した場合には、当

社グループの財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑨ 食品表示及び食品の安全性におけるリスク

当社グループは、生鮮食品等の部門においてセンターやインストアでの製造を実施しており、製造・販売者の責

任として、さまざまな食品表示や衛生管理の履行が必要となっております。これらに対して当社グループでは、マ

ニュアルの整備や社内教育の実施、チェック体制の徹底により対策を実施しておりますが、予期せぬ事件・事故等

が発生した場合には、社会的な信用の低下を招き、当社グループの財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性

があります。
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⑩ 貸倒及び利息返還請求

当社グループは、金融サービス事業（クレジットカード事業）における売掛金及び営業貸付金に対して十分な貸

倒引当金を計上しています。また、営業貸付金の適用金利のうち、利息制限法に定められた利息の上限金利を超過

する部分について、請求される可能性のある利息返還請求に対しては、利息返還損失引当金を計上していますが、

貸倒及び当該返還請求が予想外に拡大し、引当金の大幅な積み増しの必要性が生じた場合、当社グループの財政状

態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑪ 減損損失

当社グループは、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、保有する固定資産についての将来の回収可能性

を検討した結果、店舗等に係る減損損失を計上した場合、当社グループの財政状態及び経営成績等に影響を及ぼす

可能性があります。

⑫ 金利・金融市場の変動

設備投資資金は自己資金及び金融機関からの借入金により対応しており、当社グループの連結総資産に占める有

利子負債依存度は、2024年２月29日現在で19.1％となっています。

当社グループは借入金の圧縮等により財務体質の強化に努める方針であり、また、固定金利による資金調達を行

うことで、金利上昇リスクの低減を図っておりますが、今後の金利・金融市場の変動により、当社グループの財政

状態及び経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。

⑬ 子会社管理に関するリスク

当社グループは、子会社の管理が不十分である場合、不正・不祥事の発生や、予期せぬ損失が発生し、信用失墜、

業績悪化につながるリスクがあります。また、子会社の業績が悪化した場合には、当社グループの経営成績及び財

政状態に影響を及ぼす可能性があります。

⑭ 経営統合に関するリスク

当社グループでは、2024年３月１日付をもって、当社、株式会社フジ・リテイリング、マックスバリュ西日本株

式会社及び株式会社フジデリカ・クオリティの４社が、当社を存続会社とする吸収合併を行っております。合併後

の統合業務を進めていくなかで、経済情勢の急激な変化や金融市場の混乱等により経営統合が計画どおりに進まな

いリスク、経営統合により期待されるシナジー効果が十分に発揮されないリスクが想定され、この場合、当社グル

ープの財務状況や経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。
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２．経営方針

（１）経営の基本方針

当社および当社グループは、「お客さまと従業員の『圧倒的な安心とワクワク』を実現する」を経営ビジョンに

掲げ、「現場重視」「従業員満足」「シナジー創出」を経営方針とし、引き続きお客さま及び従業員の安全・安心

の確保に注力するとともに、変化するお客さまの行動に対して柔軟かつ迅速に対応する、最も地域に貢献する企業

集団を目指しています。

（２）中長期的な会社の経営戦略

当社は、2024年１月30日に2024-2026年度の３カ年中期経営計画を開示しました。中期経営計画では、「企業文化

の確立」「既存事業の改革」「事業インフラの統合とシナジー創出」の３つの基本戦略に加え、ＥＳＧ経営の推進

に取り組みます。基本戦略に基づく施策を実行すべく３か年において860億円の投資を計画し、2026年度営業収益

8,450億円、営業利益率２％超、2030年度営業収益１兆円を目指します。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っていないため、連結財務諸表等の作成にあたり、日本基準を

採用しています。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、制度動向等を注視してまいります
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,800 37,182

受取手形及び売掛金 9,373 10,110

営業貸付金 393 411

商品 32,071 32,995

その他 16,393 11,549

貸倒引当金 △124 △115

流動資産合計 89,908 92,135

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 340,854 345,558

減価償却累計額 △230,967 △238,885

建物及び構築物（純額） 109,887 106,673

機械装置及び運搬具 13,190 13,414

減価償却累計額 △7,903 △8,532

機械装置及び運搬具（純額） 5,286 4,881

工具、器具及び備品 68,242 67,948

減価償却累計額 △56,709 △56,178

工具、器具及び備品（純額） 11,532 11,770

土地 114,641 114,223

リース資産 7,516 7,270

減価償却累計額 △1,812 △2,007

リース資産（純額） 5,703 5,263

建設仮勘定 4,161 1,144

有形固定資産合計 251,213 243,955

無形固定資産

借地権 59 59

その他 2,152 1,934

のれん 25,617 24,269

無形固定資産合計 27,829 26,262

投資その他の資産

投資有価証券 22,019 24,108

長期貸付金 307 298

繰延税金資産 14,158 14,510

差入保証金 18,086 17,832

建設協力金 3,165 2,565

退職給付に係る資産 1,509 3,086

その他 3,303 3,224

貸倒引当金 △182 △278

投資その他の資産合計 62,368 65,348

固定資産合計 341,411 335,566

資産合計 431,319 427,702
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 56,031 57,266

短期借入金 3,850 4,900

1年内返済予定の長期借入金 26,215 24,945

未払金 14,310 16,052

未払法人税等 4,485 1,669

賞与引当金 2,301 3,075

契約負債 8,532 7,424

店舗閉鎖損失引当金 53 713

役員業績報酬引当金 33 32

その他 18,434 16,003

流動負債合計 134,250 132,084

固定負債

長期借入金 52,267 45,334

リース債務 6,342 5,866

繰延税金負債 38 185

役員退職慰労引当金 70 65

役員株式給付引当金 310 368

退職給付に係る負債 2,097 1,930

利息返還損失引当金 357 284

店舗閉鎖損失引当金 9 －

長期預り保証金 13,608 13,329

資産除去債務 10,878 10,866

その他 1,699 1,289

固定負債合計 87,680 79,521

負債合計 221,930 211,605

純資産の部

株主資本

資本金 22,000 22,000

資本剰余金 142,025 142,025

利益剰余金 41,370 46,201

自己株式 △376 △418

株主資本合計 205,019 209,808

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,391 4,553

退職給付に係る調整累計額 731 1,474

その他の包括利益累計額合計 4,122 6,028

非支配株主持分 247 260

純資産合計 209,388 216,097

負債純資産合計 431,319 427,702
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

売上高 755,397 771,123

売上原価 553,749 563,965

売上総利益 201,647 207,157

営業収入

不動産賃貸収入 17,365 20,095

その他の営業収入 12,205 9,803

営業収入合計 29,570 29,898

営業総利益 231,218 237,056

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 8,974 9,261

貸倒引当金繰入額 49 164

従業員給料及び手当 83,839 85,675

従業員賞与 4,362 5,517

賞与引当金繰入額 2,301 3,059

退職給付費用 1,586 1,418

役員退職慰労引当金繰入額 19 17

役員株式給付引当金繰入額 66 60

借地借家料 19,855 19,706

水道光熱費 21,496 18,008

事業税等 879 445

減価償却費 16,003 15,580

のれん償却額 1,348 1,348

その他 59,113 61,679

販売費及び一般管理費合計 219,898 221,945

営業利益 11,320 15,110

営業外収益

受取利息 65 49

受取配当金 340 348

持分法による投資利益 1,483 1,441

テナント解約金受入額 61 59

補助金収入 297 571

その他 504 555

営業外収益合計 2,752 3,025

営業外費用

支払利息 455 442

財務手数料 27 －

その他 230 319

営業外費用合計 712 761

経常利益 13,359 17,374



株式会社フジ(8278) 2024年２月期 決算短信

12

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

特別利益

固定資産売却益 423 219

投資有価証券売却益 4,262 14

関係会社事業損失引当金戻入額 59 －

特別利益合計 4,745 234

特別損失

固定資産除売却損 273 311

減損損失 4,870 5,117

貸倒引当金繰入額 14 7

店舗解約損失 83 159

店舗閉鎖損失引当金繰入額 47 709

特別損失合計 5,289 6,305

税金等調整前当期純利益 12,816 11,303

法人税、住民税及び事業税 5,357 4,742

法人税等調整額 △1,587 △890

法人税等合計 3,769 3,852

当期純利益 9,047 7,450

非支配株主に帰属する当期純利益 13 14

親会社株主に帰属する当期純利益 9,033 7,436
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当期純利益 9,047 7,450

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,693 1,161

退職給付に係る調整額 837 756

持分法適用会社に対する持分相当額 12 △12

その他の包括利益合計 △1,843 1,905

包括利益 7,203 9,356

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 7,190 9,342

非支配株主に係る包括利益 13 14
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年３月１日 至 2023年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,407 19,703 55,503 △373 94,241

被取得企業の期首残高 △19,407 △19,703 △55,503 373 △94,241

取得企業の期首残高 1,750 60,086 36,254 － 98,092

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△195 △195

会計方針の変更を反映

した当期首残高
1,750 60,086 36,059 － 97,896

当期変動額

株式交換による増減 20,249 81,938 △373 101,815

剰余金の配当 △3,723 △3,723

親会社株主に帰属す

る当期純利益
9,033 9,033

自己株式の取得 △3 △3

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 20,249 81,938 5,310 △376 107,122

当期末残高 22,000 142,025 41,370 △376 205,019

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 1,700 △841 859 235 95,336

被取得企業の期首残高 △1,700 841 △859 △235 △95,336

取得企業の期首残高 6,084 △118 5,965 － 104,058

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△195

会計方針の変更を反映

した当期首残高
6,084 △118 5,965 － 103,862

当期変動額

株式交換による増減 235 102,050

剰余金の配当 △3,723

親会社株主に帰属す

る当期純利益
9,033

自己株式の取得 △3

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,693 849 △1,843 11 △1,831

当期変動額合計 △2,693 849 △1,843 247 105,525

当期末残高 3,391 731 4,122 247 209,388
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当連結会計年度(自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 22,000 142,025 41,370 △376 205,019

被取得企業の期首残高

取得企業の期首残高

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
22,000 142,025 41,370 △376 205,019

当期変動額

株式交換による増減

剰余金の配当 △2,604 △2,604

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,436 7,436

自己株式の取得 △41 △41

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 4,831 △41 4,789

当期末残高 22,000 142,025 46,201 △418 209,808

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 3,391 731 4,122 247 209,388

被取得企業の期首残高

取得企業の期首残高

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,391 731 4,122 247 209,388

当期変動額

株式交換による増減

剰余金の配当 △2,604

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,436

自己株式の取得 △41

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,161 743 1,905 12 1,918

当期変動額合計 1,161 743 1,905 12 6,708

当期末残高 4,553 1,474 6,028 260 216,097
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,816 11,303

減価償却費 16,764 16,847

減損損失 4,870 5,117

のれん償却額 1,348 1,348

貸倒引当金の増減額（△は減少） 133 86

賞与引当金の増減額（△は減少） △831 773

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △444 △221

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 1,079 692

役員業績報酬引当金の増減額（△は減少） △32 △0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 △4

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 62 57

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △107 △73

商品券回収損引当金の増減額（△は減少） △112 －

投資等損失引当金の増減額（△は減少） △107 －

事業損失引当金の増減額（△は減少） △59 －

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 24 650

受取利息及び受取配当金 △406 △398

支払利息 455 442

持分法による投資損益（△は益） △1,483 △1,441

補助金収入 △297 △571

固定資産除売却損益（△は益） △150 91

投資有価証券売却損益（△は益） △4,262 △14

店舗解約損失 83 159

売上債権の増減額（△は増加） 527 △737

棚卸資産の増減額（△は増加） △865 △924

仕入債務の増減額（△は減少） △684 1,855

その他 △1,667 1,588

小計 26,657 36,629

利息及び配当金の受取額 822 975

利息の支払額 △453 △442

補助金の受取額 279 571

法人税等の支払額 △3,144 △7,125

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,161 30,607
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △1 △2

投資有価証券の売却による収入 5,457 188

貸付けによる支出 △16 △121

貸付金の回収による収入 25 36

長期前払費用に係る支出 △310 △363

その他の投資に係る支出 △1,781 △984

その他の投資に係る収入 1,684 1,522

有形及び無形固定資産の取得による支出 △21,079 △15,921

有形固定資産の売却による収入 1,497 1,039

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,523 △14,607

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △850 1,050

長期借入れによる収入 28,000 19,500

長期借入金の返済による支出 △28,283 △27,703

リース債務の返済による支出 △543 △816

自己株式の取得による支出 △3 △41

配当金の支払額 △3,723 △2,604

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,405 △10,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,231 5,381

現金及び現金同等物の期首残高 12,500 31,800

被取得企業の現金及び現金同等物の期首残高 △12,500 －

取得企業の現金及び現金同等物の期首残高 15,068 －

株式交換による現金及び現金同等物の受入額 12,500 －

現金及び現金同等物の期末残高 31,800 37,182
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しています。

（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社グループは従来、食料品、日用雑貨、衣料品等の販売を行う主たる事業である「小売事業」、食品製造・

加工販売業、飲食業、クレジットカード事業、総合フィットネスクラブ事業、青果卸売業を「小売周辺事業」と

し、２つの報告セグメントとしていました。しかし、2022年３月１日付での当社を株式交換完全親会社、マック

スバリュ西日本株式会社を株式交換完全子会社とする株式交換の効力発生に伴い、マックスバリュ西日本株式会

社が連結の範囲に含まれることで「小売事業」の営業収益及び利益の連結全体に与える金額の重要性が高まり、

一方で「小売周辺事業」の連結全体に与える金額の影響は低下しました。

以上のことから、当社グループの事業展開、経営資源配分等における意思決定のプロセスや実態を考慮した結

果、「小売事業」として一体で開示することが、当社グループの経営実態をより適切に反映するものと判断しま

した。

この変更により、当社グループは「小売事業」の単一セグメントとなることから、前連結会計年度及び当連結

会計年度のセグメント情報の記載を省略しています。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

１株当たり純資産額 2,412.73円 2,490.63円

１株当たり当期純利益金額 104.22円 85.80円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益金

額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額

の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めています。

１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前連結会計年度148,250

株、当連結会計年度182,150株です。１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、

前連結会計年度148,250株、当連結会計年度182,150株です。

３ 算定上の基礎

(1) １株当たり当期純利益金額

項目
前連結会計年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 9,033 7,436

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

9,033 7,436

普通株式の期中平均株式数(千株) 86,683 86,674
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(2) １株当たり純資産額

項目
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

純資産の部の合計額(百万円) 209,388 216,097

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 247 260

（うち非支配株主持分(百万円)） (247) (260)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 209,141 215,837

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(千株)

86,682 86,659

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2023年２月28日)

当事業年度
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,050 14,233

売掛金 0 0

関係会社短期貸付金 5,000 3,000

その他 4,881 3,801

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 19,928 21,031

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 45,151 43,969

機械装置及び運搬具 229 184

工具、器具及び備品 3,093 2,939

土地 33,847 34,017

リース資産 2,036 2,146

建設仮勘定 8 63

有形固定資産合計 84,367 83,321

無形固定資産

借地権 4,345 4,276

その他 1,706 1,405

無形固定資産合計 6,052 5,681

投資その他の資産

投資有価証券 5,292 5,831

関係会社株式 99,505 99,505

長期貸付金 111 99

差入保証金 10,527 10,491

建設協力金 2,445 2,065

前払年金費用 1,577 1,699

繰延税金資産 822 795

その他 1,198 1,034

貸倒引当金 △0 △100

投資その他の資産合計 121,480 121,420

固定資産合計 211,900 210,423

資産合計 231,829 231,455
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(単位：百万円)

前事業年度
(2023年２月28日)

当事業年度
(2024年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,922 1,741

短期借入金 3,600 4,720

1年内返済予定の長期借入金 6,602 5,861

未払金 4,100 4,569

未払法人税等 571 36

契約負債 525 660

賞与引当金 618 609

店舗閉鎖損失引当金 11 634

預り金 15,256 16,532

その他 1,521 1,592

流動負債合計 34,731 36,959

固定負債

長期借入金 15,542 11,615

リース債務 2,626 2,677

退職給付引当金 1,418 1,403

役員株式給付引当金 310 368

利息返還損失引当金 357 284

長期預り保証金 8,059 7,849

資産除去債務 4,317 4,305

その他 1,369 1,000

固定負債合計 34,002 29,504

負債合計 68,733 66,463

純資産の部

株主資本

資本金 22,000 22,000

資本剰余金

資本準備金 107,599 107,599

資本剰余金合計 107,599 107,599

利益剰余金

利益準備金 633 633

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 186 172

別途積立金 27,900 27,900

繰越利益剰余金 3,208 4,569

利益剰余金合計 31,928 33,275

自己株式 △376 △418

株主資本合計 161,150 162,456

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,944 2,535

評価・換算差額等合計 1,944 2,535

純資産合計 163,095 164,991

負債純資産合計 231,829 231,455
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当事業年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

営業収益

不動産賃貸収入 21,853 22,091

その他の営業収入 1,070 1,820

営業収益合計 22,923 23,912

営業費用

不動産賃貸原価 18,496 18,424

営業費用合計 18,496 18,424

営業総利益 4,426 5,487

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1 0

従業員給料及び手当 15,314 16,014

従業員賞与 1,519 1,807

賞与引当金繰入額 618 609

退職給付費用 422 501

役員株式給付引当金繰入額 62 57

法定福利及び厚生費 2,216 2,323

出向者等人件費受入額 △19,585 △20,419

支払手数料 718 1,264

事業税等 718 288

貸倒引当金繰入額 － 100

その他 344 431

販売費及び一般管理費合計 2,350 2,981

営業利益 2,076 2,506

営業外収益

受取利息及び配当金 885 3,184

補助金収入 63 156

その他 170 191

営業外収益合計 1,120 3,531

営業外費用

支払利息 197 203

財務手数料 27 －

その他 56 70

営業外費用合計 280 274

経常利益 2,916 5,763
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

当事業年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

特別利益

固定資産売却益 6 －

投資有価証券売却益 － 95

特別利益合計 6 95

特別損失

固定資産除売却損 229 154

減損損失 1,315 907

店舗解約損失 － 15

店舗閉鎖損失引当金繰入額 11 634

特別損失合計 1,556 1,711

税引前当期純利益 1,366 4,147

法人税、住民税及び事業税 171 403

法人税等調整額 258 △14

法人税等合計 430 389

当期純利益 935 3,757
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2022年３月１日 至 2023年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

当期首残高 19,407 19,743 19,743

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
19,407 19,743 19,743

当期変動額

株式交換による増加 2,592 87,855 87,855

吸収分割による減少

剰余金の配当

当期純利益

固定資産圧縮積立金

の

取崩

別途積立金の取崩

自己株式の取得

吸収分割の戻入によ

る増加

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 2,592 87,855 87,855

当期末残高 22,000 107,599 107,599

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計
特別償却積立金

固定資産

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 633 ― 203 36,900 3,778 41,514

会計方針の変更によ

る累積的影響額
78 78

会計方針の変更を反映

した当期首残高
633 ― 203 36,900 3,856 41,593

当期変動額

株式交換による増加

吸収分割による減少 △8,819 △8,819

剰余金の配当 △1,780 △1,780

当期純利益 935 935

固定資産圧縮積立金

の

取崩

△16 16 －

別途積立金の取崩 △9,000 9,000 －

自己株式の取得

吸収分割の戻入によ

る増加

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― △16 △9,000 △648 △9,665

当期末残高 633 ― 186 27,900 3,208 31,928
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △373 80,292 1,695 1,695 81,987

会計方針の変更によ

る累積的影響額
78 78

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△373 80,371 82,066

当期変動額

株式交換による増加 90,448 90,448

吸収分割による減少 △8,819 △8,819

剰余金の配当 △1,780 △1,780

当期純利益 935 935

固定資産圧縮積立金

の

取崩

－ －

別途積立金の取崩 － －

自己株式の取得 △3 △3 △3

吸収分割の戻入によ

る増加

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

249 249 249

当期変動額合計 △3 80,779 249 249 81,029

当期末残高 △376 161,150 1,944 1,944 163,095
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当事業年度(自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

当期首残高 22,000 107,599 107,599

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高

当期変動額

株式交換による増加

吸収分割による減少

剰余金の配当

当期純利益

固定資産圧縮積立金

の

取崩

別途積立金の取崩

自己株式の取得

吸収分割の戻入によ

る増加

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

当期変動額合計

当期末残高 22,000 107,599 107,599

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計
特別償却積立金

固定資産

圧縮積立金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 633 ― 186 27,900 3,208 31,928

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
633 186 27,900 3,208 31,928

当期変動額

株式交換による増加

吸収分割による減少

剰余金の配当 △2,604 △2,604

当期純利益 3,757 3,757

固定資産圧縮積立金

の

取崩

△14 14 －

別途積立金の取崩

自己株式の取得

吸収分割の戻入によ

る増加
194 194

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 △14 1,361 1,347

当期末残高 633 ― 172 27,900 4,569 33,275
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △376 161,150 1,944 1,944 163,095

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△376 161,150 163,095

当期変動額

株式交換による増加

吸収分割による減少

剰余金の配当 △2,604 △2,604

当期純利益 3,757 3,757

固定資産圧縮積立金

の

取崩

－ －

別途積立金の取崩 － －

自己株式の取得 △41 △41 △41

吸収分割の戻入によ

る増加
194 194

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

590 590 590

当期変動額合計 △41 1,305 590 590 1,895

当期末残高 △418 162,456 2,535 2,535 164,991
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

(重要な後発事象)

（マックスバリュ西日本株式会社と株式会社フジ・リテイリングとの吸収合併）

当社は、2023年11月22日開催の取締役会において、当社を吸収合併存続会社、マックスバリュ西日本株式会社

（以下、「マックスバリュ西日本」といいます）及び株式会社フジ・リテイリング（以下、「フジ・リテイリン

グ」といいます）を吸収合併消滅会社とする吸収合併契約（以下、「本合併契約」といいます）を締結すること

を決議し、同日付で本合併契約を締結いたしました。

本合併契約により、当社は2024年3月1日付でマックスバリュ西日本とフジ・リテイリングを吸収合併いたしま

した。

１．取引の概要

（１）被合併企業の名称及び事業の内容並びに規模（2024年2月29日現在）

被合併企業の名称 マックスバリュ西日本株式会社 株式会社フジ・リテイリング

事業内容 総合小売業 総合小売業

売上高 548,275百万円 164,051百万円

経常利益 7,068百万円 4,213百万円

当期純利益 2,391百万円 2,806百万円

純資産 105,376百万円 11,167百万円

総資産 238,860百万円 35,995百万円

（２）合併日（効力発生日）

2024年３月１日

（３）企業結合の法的形式

当社を存続会社、マックスバリュ西日本及びフジ・リテイリングを消滅会社とする吸収

合併

（４）結合後企業の名称

株式会社フジ

（５）その他

取引の概要に関する事項

当社、フジ・リテイリング及びマックスバリュ西日本は、2021年９月１日付「株式会社フジとマックスバリ

ュ西日本株式会社の経営統合に関する基本合意書の締結についてのお知らせ」、2021年12月６日付「株式会社

フジとマックスバリュ西日本株式会社による株式交換契約締結、株式会社フジの会社分割による共同持株会社

フジの設立に関するお知らせ」及び当社による2022年３月１日付「マックスバリュ西日本株式会社との経営統

合に伴う持株会社体制への移行完了及び当社子会社の商号変更に関するお知らせ」のとおり、2024年３月の統

合新会社の設立を円滑に進め、企業価値の最大化を図るため、2022年３月１日以降、当社を完全親会社、フ

ジ・リテイリング及びマックスバリュ西日本を完全子会社とする持株会社体制を敷いてまいりました。同体制

のもと、各社の役員で構成される統合推進委員会を設置し、統合新会社の目指すべき姿や中期経営計画、組織

体制等について協議を重ねてまいりました。また、店舗開発やシステム関連、商品、物流、人事等、それぞれ

の分野毎に、各社の実務者で構成される分科会を設置し、相互の経営資源・ノウハウ、イオングループのリソ

ース等の活用や重要課題について具体的な検討を行ってまいりました。以上の協議・検討を踏まえた結果、当

初予定どおり、当社を存続会社、フジ・リテイリング及びマックスバリュ西日本を消滅会社とする合併を行い、

統合新会社を設立することが、シナジー創出を更に推し進め、企業価値の最大化に資するものと判断いたしま

した。

当社は、本合併により、中国・四国エリア及び兵庫県西部におけるドミナントを更に強め、地域環境の変化

や競争の激化に対応し、持続的なお客さまの豊かなくらしづくりと、中国・四国地方の産業、社会、文化、雇

用などの問題解決についてスピードを上げて取り組んでまいります。また、従業員一人ひとりが仕事に使命感

と誇りを持ち、さまざまな改革に挑戦し続け、最も地域に貢献する企業集団「中国・四国ＮＯ.１のスーパーリ

ージョナルリテイラー」への深化を果たし、企業価値の最大化を実現してまいります。
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２．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関

する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引として処理する予定です。

（株式会社フジデリカ・クオリティとの吸収合併）

当社は、2023年10月11日開催の取締役会において、当社を吸収合併存続会社、株式会社フジデリカ・クオリテ

ィ（以下、「フジデリカ・クオリティ」といいます）を吸収合併消滅会社とする吸収合併契約（以下、「本合併

契約」といいます）を締結することを決議し、同日付で本合併契約を締結いたしました。

本合併契約により、当社は2024年3月1日付でフジデリカ・クオリティを吸収合併いたしました。

１．取引の概要

（１）被合併企業の名称及び事業の内容並びに規模（2024年2月29日現在）

被合併企業の名称 株式会社フジデリカ・クオリティ

事業内容 惣菜の製造加工及び販売

（２）合併日（効力発生日）

2024年３月１日

（３）企業結合の法的形式

当社を存続会社、フジデリカ・クオリティを消滅会社とする吸収合併

（４）結合後企業の名称

株式会社フジ

２．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関

する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引として処理する予定です。


